
 

 

 

【報告事項】           令和 5年度 事業計画 

 

事業方針 

令和4年度も新型コロナウイルス感染症に細心の注意と対策を講じながら、協会事業を実施した。

社会生活や経済活動での制約は緩和されてきたが、依然、先行きが不透明な中で、多方面で新たな

展開を見せている。 

さて、世界では令和4年2月24日に、ロシアがウクライナに軍事侵攻し、戦闘は今も続く状態でその

終息は見通せない状況である。この戦争によりエネルギー不足、原料高による物価高騰など全世界

的に影響は大きくなっている。環境面でもロシアの軍事侵攻によるウクライナの環境被害が大気汚染

や土壌汚染を中心に約353億ドルに上るとの推計値がウクライナ政府より明らかにされた。また国連

は、世界人口が80億人に達したと発表し、今後、低所得国を中心に人口が増加すると予測しており、

人口問題も環境に大きな影響を与える事から引き続き注目する必要がある。 

令和4年11月6日からエジプトで開催された気候変動対策の国連の会議「COP27」では、気候変動

によって起こされる「損失と損害」への資金支援をめぐり、先進国と途上国との間で意見が対立した

が、パリ協定で決まらなかった「損失と損害」に対する資金支援のファンド立上げが決定された。 

国内では6月から40℃以上を観測した記録的な猛暑日や大雨について、気象庁の検討会は「地球

温暖化に伴う気温の上昇や水蒸気の増加の傾向が影響した可能性がある」と指摘している。政府は

「2050年のカーボンニュートラル」を目指し、その実現に向けて「政府の財政支援」「関連分野の規制・

制度改革」など一層の取り組みが求められる。企業の温室効果ガスを削減する取組みでは「再生可

能エネルギーの導入・拡大」「脱炭素に向けた技術開発への投資」などが進められている。加えて、円

安の進行、大幅な物価高の中ではあるが、並行して循環型社会の構築、自然環境の保全・再生など

の環境関連の課題を解決する為には、更なる技術革新と国民の意識改革、自然環境とのかかわり

が重要となる。 

当協会としては、自然の恵みである琵琶湖を守るためにも、法令を遵守し、多面的な視点から環境

問題を取り上げ、必要な知識を学習・理解してもらうことを目的とした研修会、中央省庁から講師を招

いての講演会、産学連携講座や講演会、森林整備ボランティア活動、水質事故防止研修会と積極的

に取り組み、工場(企業)見学等の体験型研修なども企画して、環境に関わる人材育成に努める。会

員数も積極的な環境保全活動に賛同頂き増加しており、会員数400先達成のため、引き続き新規勧

誘をして行く。 

令和5年度も滋賀県琵琶湖環境部、総合企画部、大津市環境部、大学等の関係団体との連携を深

め、公益社団法人として会員みなさんの環境活動に役立つ様に企画して行き、会員間の情報交換が

より活発に行えるようプラットホームの役割を担って行くので、会員のみなさんには積極的に各種イベ

ントへ参加をお願いしたい。 

 



 

                        

 令和 5年度事業計画    委員会別 

※文書内（ ）：事業仕分 （公）＝公益目的事業、（収）＝収益事業他、（法）＝法人管理別 

≪ 総務広報委員会 ≫ 

 

１．（公）・広報誌「碧い湖」     年間 2回発行   5 月 第 76号   11月 第 77号  

時宜を得た特集テーマをメインに掲載、新規会員企業の紹介 

令和 4 年 1月 31日発行分より会員企業の広告掲載(1 回 税込 10,000円) 

 

２．（公）･2030 年の持続可能社会への目標 マザーレイクゴールズ(MLGｓ)への取組 

         マザーレイクゴールズ(MLGｓ)について広報誌「碧い湖」へ掲載  5 月第 76号予定 

 

３．（公）・新春賀詞交歓会    新春特別講演会 賀詞交歓会 

開催日: 令和 6 年 1月 23日(火)  

場  所: 琵琶湖ホテル 

 

４．(法)・滋賀県からの法令関連や表彰関連、大学からの講演会等の情報を随時メール配信 

 

５．(公)・令和 5 年度環境美化運動(滋賀県他県内市町)へ協力団体として参画 

≪ 企画委員会 ≫ 

 

１．（法）・表彰事業（滋賀県環境保全協会長表彰）   令和 5年 5 月 29日(月) 

  令和 5 年度定時社員総会終了後      場所 びわ湖大津プリンスホテル 

   個人・団体・企業別表彰後にプレゼンテーションを実施 

 

２．(公)・森林整備ボランティア活動 

      ①開催日：令和 5年 10月 7日(土)  

場  所：朽木 森林公園くつきの森 

      ②開催日：令和 5年 10月 14日(土)  

               場  所：多賀 高取山ふれあい公園 

      ③開催日：令和 5年 10月 28日(土)  

場  所：栗東 こんぜの里     ①②③共に雨天の場合は中止 

 

３．(公)・産学連携事業 

立命館大学・龍谷大学・滋賀県立大学との連携事業継続 

① 立命館大学          ・琵琶湖・環境イノベーション研究センター(後援) 

② 滋賀県立大学        ・8月～9月インターンシップ生１名程度受入予定 

③ 龍谷大学           ・REC BIZ-NET研究会との連携及び協力  

公害防止管理者(水質関係)資格試験「事前受験対策講座」(後援) 

開催日 ：令和 5 年 6月に 5日間を予定 

開催方法：Web 開催を予定 

 

４．（公）・「法・条例を学ぶ講習会」（後援：滋賀県・協力：大津市・共催：(公財)滋賀県環境事業公社）      

《目的》…「当協会の事業のメイン講座としての位置づけから上期実施の継続事業」 

開催予定日: 6 回ｼﾘｰｽﾞ 9月 (日程未定) 

場 所: コラボしが 21 



 

 

５．(公)・水質事故対応訓練（新規事業） 

     当協会と東近江環境事務所との共催 

① 開催日：令和 5年 10月頃 

場所  ：近江八幡男女共同参画センター 

 

６．(公)・特別講演会開催 

 

≪ 組織活性化委員会 ≫ 

 

１．（法）･会員増強…【 目標 400先 】 

令和 5 年度も引き続き会員増強キャンペーンを展開して退会防止に努めながら目標の 

会員 400先を達成する 

新規会員への滋賀県環境関係条例集の贈呈を 5年度も延長とする 

 

２．（公）・「地域別環境保全研修会」（共催：滋賀県 6 環境事務所および大津市の合計 7地域）  

《目的》…「滋賀県環境事務所 6 ヵ所と大津市環境部環境政策課と連携」 

地域別事業場立入調査の結果報告並びに法改正の情報提供や環境への取組等の 

事例発表をもとに地元企業の共通課題を解決するための研修会としての位置づけ 

で、非会員にも積極的に参加して頂き、協会事業の PR の場ともする 

開催時期: 令和 6 年 2 月～3月 

 

３．(法)・関西環境管理者交流会((公社)京都工業会・神戸地区環境保全連絡協議会・当協会) 

令和 5 年度は(公社)京都工業会が幹事 

(令和 2年度・3 年度は中止、4年度は当協会が幹事で滋賀県立琵琶湖博物館にて開催)      

開催日: 令和 5 年 10 月   

場  所: 未定 

 

４．(公)・企業見学会の開催 (奥伊吹観光㈱、兵神装備㈱他) 

        開催日: 令和 5年 11月頃 

 

５．(法)・会員企業の展示ブース設営 

        開催日：令和 5年 5月 29日 定時社員総会・会長表彰式の会場で設営 

 

 


